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  人へ、人へと・・・夢を繋ぐ

  ～オリーブを核とした３世代が交流できる江田島市へ～

  
出口 若菜

活動概要

活動の内容
５／２１    オリーブラボのＯＰＥＮＤＡＹ  約１２０名参加

              地域探究プログラム発表（以下発表）午前  約４０名  午後  約３０名

５／３０    江田島中学校で発表  ３年生約３０名

６／６      能美中学校で発表  全校生徒約１３０名

６／２５    オリーブラボにてテイスティング講座

８／５      江田島未来会議で市長と意見交換  １３名

１１／４    大柿高校文化祭で活動報告  不特定多数

１１／１８  江田島市未来ビジョンワークショップで発表  約３０名

１１／２２  学校内で発表

１１／２７  市役所でポスター掲示

活動の特徴（新規性・発展性）
  昨年度の地域探究プログラム全国ステージで審査員の方から「自分一人が発信者ではなく、市民を巻き込んで発信者を増やしていくことが大切だ」とアドバイスをい

ただきました。今年度は、私の考えを多くの方に知ってもらい、地域に密着した活動をすることを意識しました。人へ、人へと・・・夢を繋げられるように、市内の中学校や

オリーブラボ開設時のイベント、文化祭、市役所主催のワークショップ等で、積極的に発表しました。

活動の成果
  オリーブラボの開設時で発表を聞いていただいた江田島市議会議員さんが江田島市議会令和５年６月定例会にて、公園整備について一般質問されました。同時

期に、旧紡績工場跡地を現地調査されました。私の発表が、市政に一石を投じたかもしれません。また、発表を聞いていただいた市内の中学生から非常に前向きな

アンケート回答を頂きました。大柿高校の後輩が「公園建設の実現性」についての調査、研究を引き継いでくれます。

 課題の設定と意図 
  昨年度、地域探究プログラム全国ステージにて、「大型遊具を中心とした３世代が交流できる公園づくり」の発表時に、二木審査員から、「テーマの規模が大きいので、すぐ

に結果には結びつかない。どうしたらいいのかを考えなければいけない。」また、中原審査員から「大きな壁を乗り越えるためには、自分一人が発信者ではなく、市民を巻き込ん

で発信者を増やしていくことが大切だ」というアドバイスをいただきました。

  そのアドバイスを実践するため、私の発表が地域発展の一つのきっかけとして、より多くの方に私の考えを知ってもらうために、多くの場所で発表を行いました。

  特に、発信者を増やすという目的のために、次世代である中学生に私の活動を聞いていただきました。多くの生徒から前向きなアンケート回答を頂きました。アンケート用紙

にびっしりと意見を書いてくれた生徒や、私の発表が今後の活動の励みになるという意見や、私の活動に賛同したいという意見を頂きました。私自身も大いに励みになりました。

賛同の意見はもちろんですが、反対の立場の意見も踏まえ、江田島市を盛り上げるため、大いに議論していければいいなと考えています。

 課題解決のための仮説と計画 
  昨年度全国ステージでの発表で、審査員の方から、「大きな壁を乗り越えるためには、自分一人が発信者ではなく、市民を巻き込んで発信者を増やしていくことが大切だ」

というアドバイスをいただきました。全国ステージを終えてから、少しでも私の夢物語、そして江田島の街づくりに賛同、応援してくれる人を増やすためには、より多くの方に私の意

見を聞いてもらうことが必要だと考えました。

①オリーブラボで、市民の方を主対象に全国ステージの発表を聞いていただきました。（午前の部  約４０名、午後の部  約３０名と２回）

＜効果＞市内の中学校の校長先生や江田島市議会議員を初め、多くの市民の方と意見交換することができました。

②中学校の校長先生から、全国ステージの発表を総合的な探究の時間で発表してほしいとの依頼を受け、江田島中学校３年生（約３０名）、能美中学校全校生徒（約１

３０名）に私の発表を聞いていただきました。

＜効果＞次世代の中学生に私の発表を聞いていただき、率直的な感想を聞くことができました。私自身も励みになりました。

③江田島市議会令和５年６月定例会にて、公園整備について一般質問されました。同時期に、旧紡績工場跡地を現地調査されました。

＜効果＞私の発表がきっかけで、江田島市を盛り上げる市政の議論に一役買ったかもしれません。

④大柿高校の後輩が、私の活動を引き継いでくれることとなりました。

＜効果＞江田島市に大型遊具のある公園の実現性について、調査、研究し、文化祭で発表しました。

⑤江田島市主催「江田島市未来ビジョンワークショップ」に参加しました。（約３０名）

＜効果＞地域探究の活動報告を配布し、地域活動に積極的に参加されている方に発表を聞いていただきました。

  たくさんの人に私の発表を聞いていただいたことにより、「人へ、人へと・・」つながり、江田島市を盛り上げる風を吹かせることができました。
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 活動で工夫できたこと 
  オリーブラボのＯＰＥＮＤＡＹで、私の活動に興味を持っていただき、賛同していただけるように発表を工夫しまし

た。江田島に対する思いが伝わるように、思いを込めながら発表しました。初めは緊張しましたが、発表の回数を

重ねることで自分の思いを多くの方に伝えることができました。その結果、多くの方とコミュニケーションをとることがで

きました。オリーブラボでの発表では、「出口さんの発表を聞きに来た。」とわざわざ足を運んでいただいた方がおら

れました。とても感動しました。また、江田島市の企業の代表者の方、地域おこし協力隊の方、中学校の校長先

生、江田島市議会議員の方に聞いていただいたことにより、議論や意見交換をすることができました。その後、そ

れぞれの方が主催する活動に招待していただいたり、私の発表を踏まえた上で活動の手助けをしてくださったりと、

多くの方と繋がりをもつことができました。

  オリーブラボのＯＰＥＮＤＡＹの感想を付箋に書いていただき、オリーブの木になるように貼っていただきました。お

客様の声をオリーブの木という形として残すことができました。中学校の校長先生と繋がりを持てたことにより、中学

校の総合的な探究の時間で発表する機会を得ました。中学生にアンケートを採ったことで、自分では考えてなか

ったことや、今後の活動に生かせそうなアイディアをたくさん頂きました。そして、たくさんの人が私の発表に対しての

賛同の意見や協力をしたいと書いてくださったことが非常に嬉しかったです。オリーブのテイスティング、江田島未来

会議、大柿高校文化祭、江田島市未来ビジョンワークショップ等で、発表を行い、活動報告書の配布を行いま

した。発表の回数を重ねることで、より多くの方と知り合い、色々な体験や活動への参加のきっかけとなり、多くの

方と繋がりを持つことができました。活動報告書をポスターに加工し、市役所他公共施設で掲示しています。

   活動で得た学び・気づき 
  今回、私がたくさんの人の前で話をしたことで、幅広い方々からの意見や応援、励まし、協力などたくさんの力をいただくことが出来ました。オリーブラボのＯＰＥＮＤＡＹでのアン

ケート結果で、『一緒に著名運動をしましょう！』『高校生(次世代)が頑張ってくれているなら、私たちも頑張らないと』などと、自分が発表したことで、たくさんの人に私の声が届

き、江田島市みんなで頑張ろうという思いを感じることができました。また、中学校での発表では、『私たちも一緒に協力したい』『自分たちも頑張ればできる』という肯定的な意

見や『遊ぶところが少ないので江田島から出ていくのだろう』などの否定的な意見等、たくさんの意見が出て、質疑応答が盛り上がりました。総合的な探究の時間がより良い学

習の時間となるよう、地域探究に対するやる気を与えることができたと思います。アンケートを見るかぎり、江田島の中学生は、前向きで、捨てたものではないと感じました。今後

の活躍が楽しみです。

  私の考えを多くの方に聞いていただく一方、江田島市をより良くしていきたいと考える方と交流するために、積極的に次のような活動に参加しました。オリーブのテイスティング、

江田島未来会議、大柿高校文化祭、江田島市未来ビジョンワークショップ等で新たな出会いや可能性に触れることができました。

①オリーブのテイスティング

オリーブオイルと江田島市の特産品（瀬戸内みそ、徳永豆腐、濱口醤油など）との相性を調べ、食べ比べをしました。私のイチオシはイノシシバーガーです。どのオイルが一番合

うか参加者の皆さんと楽しく会話しながら頂きました。

②江田島未来会議に参加

明岳江田島市長を囲んで、移住者や江田島市内で事業をしている方と江田島市の今後について意見交換を行いました。島外から江田島市へ移住した人の話を聞くことに

より、島内で育った私では気づくことのできない貴重な意見を聞くことができました。市長さんと直接お話しすることができるのはこの島の魅力の一つだと思っています。

③大柿高校の文化祭にて、３年間の地域探究プログラム活動報告

こうした交流に参加することにより、公園づくりの賛同者を増やしていくとともに、色々な意見や江田島市に対する思いを聞く多くの機会を得ました。  

④江田島市主催の「江田島市未来ビジョンワークショップ」に参加

江田島市の１０年後について考え、江田島市の将来の夢について語り合いました。地域探究の活動報告を配布し、地域活動に積極的に参加されている方に発表を聞いて

いただきました。

  昨年度、全国ステージで言われた、一人でするのではなく、みんなの思いを一つにして、みんなで作り上げていくということが実践することができました。みんなで作り上げたもの

が、江田島の宝となり、江田島のランドマークになるのではないかと考えました。それが私の提案する大型遊具のある公園だと嬉しいです。

 今後の展望・新たな取組み 
  私は、江田島市の玄関口である大君地区の旧紡績工場跡地（５．３ヘクタール）の広い空き地を見ると、いつも寂しさを感じています。この地に大型遊具のある公園ができ

、たくさんの人の楽しい歓声が聞こえてくるような景色が見られるといいなと思います。大柿高校の後輩が『大型遊具のある公園づくり』について引き続き、調査や研究をしてくれ

ることとなりました。私の活動が、一過性ではなく、次世代にバトンをつなげることができました。また、私の発表が、聞いてくれた市内の中学生の今後の地域の課題解決に向け

た指針となったとしたら嬉しいです。江田島市には、まだまだ素敵な場所があります。その原石を見つけ、発信し、発展してくれる人を増やしていきたいです。

  私は、地域探究プログラムに参加したことで、多くの方に私の考えを聞いていただく一方、たくさんのご意見をいただきました。私に賛同してくれた意見もあれば、厳しいご指摘

もありました。その一つ一つが私にとっての財産であり、地域探究によって地域の方々と繋がった絆は、今後の社会生活において大いに役立つと確信しています。

  最後に、私の発表が夢物語のように聞こえた方もいるかもしれません。夢物語が現実になった事例をご紹介します。

１つ目は、広島県尾道市の事例です。尾道市にある尾道西公園は、会社経営者の１億円の寄付でリニューアルしました。大型遊具が新設され、２台しかなかった駐車場が2

0台分になり、非常に使いやすくなりました。

２つ目は、兵庫県小野市の事例です。小野市にあるひまわりの丘公園は、西日本最大級の公園で、一般女性の２億円の寄付で実現しました。年間７０万人の方がこの公

園を訪れています。

  まず、皆さんに、江田島市のことを知ってもらいたいです。そして、江田島市に興味を持ってもらいたいです。興味を持たれたら、ぜひ遊びに来てください。江田島市を好きにな

ってください。お金に余裕のある方は、ぜひ２億円寄付してください。その２億円で江田島市に日本最大級の公園を造りましょう。大型遊具のある公園から、たくさんの子供の歓

声が聞こえてくる光景を想像してみてください。ワクワクしませんか。皆さん、よろしくお願いします。

  オリーブやカキなどの特産品をアピールし、季節ごとに花見、マリンスポーツ、オリーブの収穫、ミカン狩りなどが楽しめ、道の駅を併設した大型遊具のある公園が実現できるよ

う、これからも情報発信していきたいです。私は、みんなで夢を叶え、みんなで作り上げたものこそが地元のランドマークだと思います。地域全体で、議論し、協力し合い、人へ人

へと・・・夢を繋ぎ、夢を実現しましょう。

  3年間の地域探究の活動報告として、この報告書の表紙をポスターに加工し、市役所本庁、各支所他公共施設にて掲示していただいています。
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1. 地域探究アワードエントリー情報

エントリー希望 有 エントリー単位 個人 ブロック 中国

2. オリエンテーション合宿及び実践活動の基本情報

合宿実施先 国立江田島青少年交流の家 修了日 2021/9/1 カリキュラムのタイプ A

フィールドワークの内容 カッター研修やフィールドワークで瀬戸内いとなみ舎へ訪問し、その企業の課題や問題点、解決策などをグループで

まとめて、発表しました。出たアイデアを瀬戸内いとなみ舎に提案させていただきました。

実践活動期間 2023/5/8 ～ 2023/11/27

活動のタイプ その他 新たな活動＋発展的な活動

共同実施者 有 オリーブのテイスティング、ポスターのモデルとして、ロレインさんと協力。

協力者  主な協力者 協力内容

所属 オリーブラボ ＯＰＥＮＤＡＹ、テイスティング、江田島未来会議

氏名 峰尾さん

所属 江田島中学校、能美中学校 大型遊具のある公園づくりについての発表

氏名 中学校の先生方

所属 江田島市役所 江田島市未来ビジョンワークショップ、ポスター掲示

氏名 企画振興課、総務課

協力者総数  400 名 協力団体数  4 団体

3. 実践活動の記録

（１）総活動日数    全 31 日

事前：準備・打合せ 15 日 本番：メインの活動 9 日 事後：ふりかえり・報告 7 日

（2）活動成果の発信等

媒体 方法 回数 概要・備考

その他 自ら発信 ３回以上 地域探究の発表をきっかけに議員が旧紡績工場跡地や公

園について一般質問されました。

その他 取材された ３回以上 江田島市内の中学生に公園づくりについて興味をもってもら

いました。

その他 自ら発信 ３回以上 後輩が活動を引き継ぎ、文化祭で発表してくれました。ポス

ターを市内に掲示しました。

（３）主な活動記録

活動日時 区分 活動場所 活動内容

5/21 ～ 5/21 ②実践活動本番 オリーブラボ 昨年度の地域探究プログラムの発表を午前の部、午

後の部と２回行いました。

5/30 ～ 6/6 ②実践活動本番 江田島中学校、能美中学校 中学校で、昨年度の地域探究プログラムの発表をしま

した。

6/12 ～ 6/25 ②実践活動本番 大柿高校、オリーブラボ 峰尾さんに出前講座をしていただき、テイスティング講座

参加しました。

8/5 ②実践活動本番 オリーブラボ 市長さんを囲んで江田島未来会議に参加しました。

11/4 ～ 11/18 ②実践活動本番 大柿高校、江田島市役所 大柿高校の文化祭や江田島市未来ビジョンワークショ

ップで活動報告を行いました。
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